
ケース 2（2年確率流量時）

1)荷重状況
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p1= q・KA= 10 × = kN/m2

p2= γt・h1・KA = × × = kN/m2

p3= γw・h2・KA = × × = kN/m2

2) 転倒に対する検討

（1）示力線の位置
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示力線位置

-

Xh= × - = m

（2）ミドルサ－ドの位置

X'= × + / 6 = m

（4）安定性の検討

Ｘh≦Ｘ’となるため、転倒に対して安定である

3）滑動に対する安定

底板コンクリートがあるため、検討を省略する。
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